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本邦橋梁界に初登場の

高力アルミ合金

一プレートガーダー架換機への慮用一一

幅　田　武　雄

　一昨年の秋に當研究所内の關係芥專門オ野の研究者

が集まつて，アルミ合金の構造物への活用に關する研

究委員會Almninium　Utilization　Research　Conlmit－

tee（略稽AURC）を組織し，昨年4月には，それま

でに得られた研究結果を本誌の「アルミニウム特集號」

に獲表した。その後も，輕金闘協會，古河電工，日本

輕金麗その他の關係方面の協力および援助を得て総合

的な研究が熱心に績けられている。その閥，造船方面

では霞顧激授，安藤助教授，建築方面では星野，坪井

両教授等によつて着々と具睡的な研究が進められた。

一方，筆者が握當する橋梁の方面では，すでに米國，

英國，カナダで，全アルミの永久橋が貰際に架設せら

れたことは，昨年4月本誌のアルミ特集號に述べた通

りであり，さらに昨年の秋には英國のスコットラソド

で全長94・64m，中央支間52・6mの連綾トラスの全

アルミ人道橋が架設せられfcという＝；e一スも入つて

きた。

　およそ梅造物に活用する場合のアルミ合金の最大利

職はその輕量性であり，橋梁こそ，この輕量性をもつ

とも有利に活用し得る構造物の一つであると信じて，

この方面の研究を進めつつある筆者は，翠なる紙上の

室論ではなく實際のアルミ橋梁を設計架設して實際の

研究をしたいものと念瀬していた。しかし實際に橋梁

を架設することは公共事業のLつであり，また試作的

に作るとしても筆者が受けている研究費ではおよびも

つかないことである。それで筆者は關係各方面に封し

て説明し，協力方を懇請したのであつたが，現碑）朕

態では，橋桁の材料および製作費の融において，アル

ミ橋は鋼橋よりも可成り高便なものとなり，また新規

なことをして失敗するよりは從來からの鋼橋とする方

が無難であるとの考えもあり，さらに，現在わが國で

第1圓蓮結棒（ピン中心間3．30mと3．1Dm

　との2種，使用山形は50x50×．6押田山形）
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　　　　櫨受けトロリーとtrnミ合金駄亘結梅

はぽ摯に必要とするような大形の厚板ヤ形材がノこだち

にはヒ潅一C’c｝ない．tの理由によつて，實際の橋梁にア

ルミ合金を鷹月することは，ほとんど見込みがない。

　しかるに昨年の夏，日本翼有鐵逼においてプレ’ト

ガpvダーの架換機第2號機を製作するに際し1その一

部に高カアルミ合金を使用すること力決定せられ，つ

いに11月にはその製作がすべて完了して現地に鍵

せられにのである。筆者が研究をはじめてから丁度1

年目に．たとえ部分酪とはいえ，アルミ合金を橋梁に

癒圧するという筆者の夢が實現したことは，筆者とし

て誠に喜びにたえない。これには，國鑑の内部におい

てその實現に書力せられた施融局特殊設計裸の友永課

長および菊池按師の功を忘れることはできない。

　この架換機の構趙とその作業順序の大要は説明圏の

通りであるnこれは仙豪鐵道1［、のμ1本氏の考案による

ものであつて，全鋼製の第1號機はすでに激回使用せ

られて好結果を得ている（土木技術レ昭和25年8月

號）。しかし，その作業行程中に，架換機と薪桁T奮桁

または接績貨車との蓮結棒および桁の吊受用の横桁を

勲次にわたつて軍外し，移動し取付けたりする必要が

あるので，これらの重量を輕くして取扱いを容易にし，

弥業所要時問の短縮を画ろうとする目的で，第2號機

の割作に當つては，これを高力アルミ合金で製作する

ことにしt，：のである。

設計はすぺて國鐵施翫月特殊設計課，アルミ合金材

のtl1　’UUは古河電氣五業の日光工場製作および組立は

朴尾橋3…會肚東京工場が擦常したD

張度都材に使用しtc台金は，米國等においてはすで

に橋梁托材として一般酌に探用せられている14S－T6

第2岡　　桁吊受月1横桁　（長さ　ユ．75n㍉　　季甲t崔i

　　　　溝形防200　80×7．5使fi1）
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第3一毬　　第3號

こ　　　一

　‘　　合金（σu4．4％，　MgO．4％，　MnO．8％SiO．8％，

　　　残りAl）であうて，・T－一　6の記號で示される通り，溶

　　　膣化慮理および析出威理を施した人工時効材セある。・

　　　この合金は，わが國としては最初の製品であるが，その

　　　強度は，引張彊度49　k9／mm2，降伏張度42　kg／mm2

、　　以上を示し，米國における橋梁用14ST6の規格張度

　　　（引張強度42kg／mm2，降伏強度37　kg／mm2）をはる

　　　かに上回る好結果であつた。これは古河電工の關係者

　　　各位の努力と本研究所治金教室加藤助教授の指導に負

　　　うところが多い。ま　te，　．この合金で，吊横桁用の高さ

　　　200　mmの溝形材を押出したが，これまたわが國とし

　　　ては，最初の最大寸法b押出材である。以上の材料に

　　　鍬し，設計許容懸力は15kg／mm2とした。降伏彊度

　　　に封する安全傘は2．8である。

　　　　リペットは直樫22、および16　mmの2種で，　53S－T4

　　　合金（Mg1・3％，　Cr　Oミ25　％，　SiO・7％，残りAl）を’

　　　使用した。ζれは溶艦化慮理（T4）をした庵のを，熱

　　　間で頭部を形成した吃のをさらに溶薩化庭理して，そ

　　　の湿度でリ歳ヅト打ちをした。りペヅトについては鋼

　　　の場合と同様にわけなく製作し得る竜めと考えていた

　　　が，實際に當つてみると，頭部を作るのに多少のトラ
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ブルがあり，またアルミ合金については全く輕験ゐな

い鋼橋の製作工場ではアルミ合金に必要な適確な熱管

理を指導ナる必要があつたりした。これは加藤助教授

および申村講師の適切な現場指導たよつ七ともかくも

　　　へ解決し得たが，まだ今後研究すぺき問題が多々あるこ

とがわかつた。この輕験から，研究成果を實地に懸用

する場合の現場指導の重翼性と，またそれによつてさ

らに硯究すべき融を獲見し得ることを痛切に感じた次

第である。

　表面塗装は，本研究所恋用化學教室の増野教授等の

研究にもとずいて製晶化せられた關酉ペイント霞禮製

の輕合金塗料を使用しfedこれは最初に特殊¢～エシチ

プライV・Ptを塗り，その上にクPtム酸亜錯を主髄とす

る下塗りを塗り，アルミペイソトで仕上げをする・もの

である。　　　　　　一

　今洞の試みは，アルミ合金を本來の橋梁そのものに

使用したわけではないが，またその使用量は1トン張

に過きないが，わが國橋梁界におけるアルミ合金の初

使用であり，また14S合金はわが國で最初に作られた

亀のであり，これらの意昧において，わが國橋梁史上

に縫せbるぺぎことがらで繰行ゆ
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　　新桁右

　　端の桁

　　受トロ

　　リーを後退させ

　　邊込みの準備をする

⑧葎桁吊上絡了，薪蕾雨桁

　　を蓬結じて右方に逞出す

④逡串し絡了，薪桁所定位

　　置にくる

⑤薪蕎爾桁の蓮結を解毒，

　　薪桁を吊下げる
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第3圖　架換機作業順序大要
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